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東
京
Ａ
が
、
11
対
６
で
仙
台

を
圧
倒
し
悲
願
の
初
優
勝
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

３
位
決
定
戦
は
東
京
Ｂ
が
長

野
を
８
対
０
で
退
け
、
３
位

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

予
選
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
２

勝
し
た
東
京
Ａ
（
神
奈
川
地

区
本
部
）
が
１
位
を
確
定
。

２
位
は
、
１
勝
１
敗
で
新
潟
・

長
野
・
盛
岡
が
並
び
、
選
手

９
人
の
抽
選
に
よ
り
運
も
実

　

時
折
り
小
雨
が
降
る
中
で

迎
え
た
大
会
１
日
目
の
開
会

式
で
し
た
が
、
前
年
度
優
勝

の
長
野
地
本
か
ら
の
優
勝
旗

返
還
と
、
太
田
選
手
（
長
野

地
本
）
の
力
強
い
選
手
宣
誓

で
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ

ま
し
た
。

　

５
月
15
～
16
日
、
国
労
東
日
本
本
部
は
第
14
回
軟
式
野
球
大
会
【
後
援
、
国
労
本

部
・（
株
）
ア
ベ
ニ
ー
ル
・
全
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
】
を
、
東
京
・
品
川
区

で
開
催
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
10
チ
ー
ム
を
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
東
京
地
本
Ａ
（
神
奈
川
地
区
本
部
）
が
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

今
号
は
、①
野
球
大
会
報
告
、②
盛
岡
地
本
組
織
拡
大
報
告
、③
国
労
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
議
員
団
会
議
報
告
、
と
し
ま
す
。

力
の
う
ち
？
で
、
長
野
地

本
が
２
位
を
確
定
し
ま
し

た
。

　

一
方
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
仙
台
・
東
京
Ｂ
（
新

橋
支
部
）
が
２
勝
で
抽
選

に
よ
る
順
位
決
定
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
６

対
３
で
勝
利
し
た
仙
台
が

１
位
、
東
京
Ｂ
が
２
位
を

確
定
し
ま
し
た
。

　

優
勝
決
定
戦
は
、
東
京

Ａ
と
仙
台
が
対
戦
。
ど
ち

ら
も
初
優
勝
が
か
か
る
一

戦
は
、
選
手
層
で
上
回
る

選手宣誓

優勝：東京Ａ・神奈川地区本部チーム

審判団の皆さん、ありがとうございました
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４
月
４
日
、
青
森
支
部
で

Ｇ
Ｓ
の
社
員
が
国
労
へ
加
入

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
５
月

１
日
、
北
上
地
区
で
二
名
の

青
年
が
東
労
組
を
脱
退
し
国

労
へ
加
入
し
て
い
ま
す
。
昨

年
10
月
に
開
催
し
た
第
69
回

定
期
地
方
大
会
以
降
５
名
の

組
織
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
５
月
14

日
、
Ｇ
Ｓ
の
仲
間
の
歓
迎
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
国
鉄

「
分
割
・
民
営
化
」
後
地
方

本
部
初
の
女
性
社
員
加
入
を

全
体
で
祝
い
ま
し
た
。
歓
迎

会
に
は
東
日
本
本
部
か
ら
佐

藤
正
幸
書
記
長
と
佐
々
木
久

恵
婦
人
部
長
も
駆
け
つ
け
、

小
野
寺
京
子
地
方
本
部
婦
人

部
長
共
々
心
か
ら
喜
び
を
噛

み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
16
日
に
は
二

名
の
青
年
の
歓
迎
会
が
北
上

市
で
開
催
さ
れ
、
地
方
本
部

初
の
青
年
加
入
を
全
体
で
祝

い
ま
し
た
。
歓
迎
会
に
は
東

日
本
本
部
か
ら
松
井
正
義
委

員
長
と
彦
田
貴
弘
青
年
部
長

も
駆
け
つ
け
、
さ
ら
な
る
拡

大
に
向
け
激
励
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

盛
岡
地
方
本
部
内
で
は
長

い
間
新
入
社
員
の
他
労
組
全

員
加
入
が
続
き
、
分
会
役
員
・

職
場
組
合
員
が
組
織
拡
大
に

向
け
た
自
信
を
持
ち
切
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。「
他
労
組
組

合
員
は
多
く
の
不
満
を
抱
え

て
い
る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
誰
か
が
踏
み
切
れ

ば
、
怒
涛
の
よ
う
に
国
労
へ

来
る
」
と
の
他
力
本
願
的
な

の
復
旧
状
況
、
②
ホ
ー

ム
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
安
全
対

策
の
状
況
、
等
に
つ
い

て
質
問
が
出
さ
れ
、
そ

の
後
、「
持
ち
寄
っ
た

議
会
報
告
」
な
ど
に
よ

り
、
議
会
や
地
方
で
の

取
り
組
み
を
報
告
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
佐
藤
団
長
の
議
員

引
退
に
伴
い
、
新
た
な

団
長
に
高
橋
勝
・
青

梅
市
議
を
選
出
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
来
年
は
４
月

に
統
一
自
治
体
選
挙
が

行
わ
れ
る
た
め
、
11
月

に
長
野
地
本
担
当
で
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

発
言
が
会
議
の
中
で
も
多
く

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
組
織
拡
大
に
つ
い

て
じ
っ
く
り
議
論
し
よ
う
と

２
０
０
７
年
か
ら
泊
ま
り
が

け
の
「
組
織
拡
大
対
策
会

議
」
を
毎
年
開
催
し
、
拡
大

を
勝
ち
取
っ
て
き
た
他
地
方

本
部
の
運
動
に
学
ん
で
き
ま

し
た
。
今
日
そ
の
取
り
組
み

が
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
拡
大
の
流
れ
を
作
っ
て

き
た
の
は
組
合
員
の
献
身
的

な
努
力
と
職
場
の
雰
囲
気
に

あ
り
ま
す
。
他
労
組
組
合
員

が
抱
え
る
不
満
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
積
極
的
な
交
流
を

積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
が
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
つ
の
拡
大
が
自

信
と
な
り
、
次
へ
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
に
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
分
会
と
し
て

の
態
勢
作
り
の
あ
り
方
や
拡

大
に
向
け
た
組
合
員
一
人
ひ

と
り
の
思
い
等
、
課
題
も

残
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
本
部
は
こ
の
間
、「
組

織
拡
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

『
仕
事
』
で
あ
り
、
職
場
に

お
け
る
要
求
の
掘
り
起
こ

し
と
改
善
、
宣
伝
を
」「
当

た
り
前
の
分
会
活
動
の
強

化
を
」「
支
部
執
行
委
員
会
、

分
会
執
行
委
員
会
へ
の
役
員

派
遣
で
膝
詰
の
議
論
を
」
の

三
点
を
提
起
し
続
け
て
来
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
継

ま
し
た
。

　

会
議
は
東
日
本
本
部
・
松

井
委
員
長
、
佐
藤
洋
二
議
員

団
長
、
鎌
田
東
京
地
本
委
員

長
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
佐

藤
書
記
長
か
ら
、
①
組
織
強

化
拡
大
に
向
け
て
、
②
Ｊ
Ｒ

の
諸
施
策
と
国
労
の
取
り
組

み
、
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
会
議
で
は
、
亡
く

な
ら
れ
た
山
田
・
前
高
崎
市

議
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
開
票

当
日
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

千
葉
２
議
員
の
当
選
さ
れ
た

こ
と
も
二
日
目
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

各
参
加
議
員
か
ら
は
、
①

東
日
本
大
震
災
で
の
大
津
波

や
原
発
事
故
被
害
で
の
Ｊ
Ｒ

続
し
て
い
く
と
共
に
、
創
意

工
夫
し
た
運
動
・
取
り
組
み

を
強
め
て
行
く
中
で
も
う
一

人
の
仲
間
作
り
に
奮
闘
し
て

明
日
へ
の
活
力

源
と
し
て
い
く

こ
と
を
全
体
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

国
労
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
議
員

団
会
議
を
、
４
月
20
日
～
21

日
、
山
梨
県
笛
吹
市
で
開
催

し
ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
東
京
・
長
野
・
高
崎
・

水
戸
・
千
葉
の
各
地
本
議
員

団
で
構
成
し
、
持
ち
回
り
で

毎
年
開
催
。
今
年
は
、
東
京

地
本
担
当
で
３
順
目
と
な
り

行
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ｓ
の
仲
間
の
歓

迎
会
、
北
上
地
区
で

の
歓
迎
会
、
い
ず
れ

も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
に

更
な
る
拡
大
に
向
け

た
力
強
い
決
意
が
感

じ
ら
れ
た
交
流
に
な

り
、
こ
の
嬉
し
さ
を

北上工務分会主催歓迎会より

北上工務分会主催歓迎会より

北上工務分会主催歓迎会で
挨拶する松井委員長


